
１０月１３日夜、県合同庁舎５

階で開催された第７回定期大会は、

加盟単組１３組合すべてから参加

があり、出席代議員数も３９名

（出席率８１．３％！）と、史上

最高の参加規模で、飲み物が足り

なくなる程の大成功をおさめまし

た。事務局で各単組にオルグに行っ

て貰った成果です。

大会では、横須賀三浦地域県政

総合センター、住友重機の仲間、

横須賀民商、横須賀学習協、横須

賀市民九条の会青年の会からご挨

拶をいただきました。尚、政党の

来賓がなかったのは、連絡の行き

違いが原因でした。初めて来賓と

しておみえになった横須賀市民九

条の会青年の会の田中愛子さんは、

来年５月２０日に三笠公園で行う

予定の横井久美子コンサートへの

支援を訴えました。

残念だったのは、大会参加者の

発言が少なかったことですが、こ

れは他の地区労などでも同じよう

な状況にあるそうです。労働運動

をめぐる状況が大変厳しくなって

いることの反映かも知れません。

私たちが持っている力に確信

を持ち、出来るところから始める

ことが大事です。

１０月７～９日に横須賀・三浦

を会場に開催された全国学習交流

集会は、２年前の犬山での集会よ

り参加人数が多く、大成功をおさ

めました。特に初日の不破講演は

参加者が多く、潮風アリーナのス

リッパが足りなくなる程でした。

講演の中で不破氏が、「中国のＧ

ＤＰは日本を越え、アメリカに迫

りつつある」と紹介すると、会場

にどよめきが起こりました。

２日目は海上からの基地調査

（H新幹事担当）などが行われ、

イージス艦の横須賀基地への異常

な集中ぶりを目の当たりにするこ

とが出来ました。夜の青年交流会

も、大変好評でした。

残念だったのは、若い人の参加

が少なかったことです。どこでも

同じ悩みを抱えているようです。

横三労連からは、不破講演を中

心に１０人の要員を出して集会を

支えました。

青年対策会議を設置！
横三労連幹事会では、青年との接点を求め、

対策会議を設置しました。メンバーは議長、事
務局長、山本事務局次長、梶ヶ谷幹事、H幹事で
す。まずは手始めに、大会で挨拶を受けた横須
賀市民九条の会青年の会との協力関係を目指し
ます。

地域の労働者と青年の結集をめざす
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全国学習交流集会
も大成功！


